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ま え が き 

 
1995 年に「ボランティア元年」といわれた阪神・淡路大震災が起き、1998 年には特定非

営利活動促進法が 1998 年に施行された。それらから約 20 年経つ。NPO 法人数は約 5 万団体

を数えるまでになった。この間、企業の CSR 活動や学校でのボランティア教育など、さまざ

まな形で社会貢献活動が世の中に広まり、身近なものになってきている。 

本調査は、特定非営利活動法人（以下、NPO 法人という）を調査対象とし、そこでの活動

内容や働き方を探索している。JILPT では、10 年前の 2004 年と 2005 年に同様の調査を行っ

ている。その頃の NPO 法人はまだ法人数も現在の半分以下であったし、財政基盤も脆弱で、

働く人々もほとんどがボランティアで有給職員は数えるほどであった。しかし、今回の調査

からみえることは、法人数の増加、財政規模の拡大、働く人の増加があり、雇用の場として

確実に成長してきていることである。また、東日本大震災での支援活動に全国の NPO 法人の

約半数が何らかの形で関ったことも、今回の調査で明らかになっている。 

本報告書が今後の社会生活や NPO を考える上で、政策担当者をはじめ、NPO に携わる人々

の参考になれば幸いである。なお、今後より詳細な分析を行い、労働政策研究報告書とし

てとりまとめる予定である。 
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